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VIIL　実瞼成績の総括：
　A．3凹より131，iまでの7群を胎生日数によ｝）作川様
式を図示すると吹の如くなる。
　　】．排　動　数
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第9図搏動数ん13日
　両群の分布状態を比較すると，作用例は促進側にやや廣
く分布している。從ってATPは軽度に促進的と思われ
る。
　　2．PARム（房室傳導時問）（第10図）
　　　作用例…………12例
　　　Control例…・……・・7例
　　　　　　　　　　　　　ロ　作用例の分布はControlに比し納促泡的にも伸びてい
る。從つでATPは軽度に促進的である。
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第11図搏動数～総括
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B・獺開始直前と思やれる心maに対してATPは獺l」
生起作用はなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　C．劉1；胎兄心臓の不整脈に対し調整的作用はなかった。
　なお搏動数，房室傳．導時rl蜀に関しての得られた成績につ
きATP例とControl例との相関の有無を，z2－Testを適用
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して槍鎖した。即ち各群を，明瞭に促進する群㈹，影響な
いか或は促進または抑制の不明瞭なる群（士、，明瞭に抑制す
る群（一）の3群に分ってZ2－Testを適用したのであるが，
第11図，第12図の明かに傾向のわかる胎生日の成績，即
ち搏動数についての3H，4日，房室傳単時間についての6
日は5％以内の危瞼傘でATPの影響が有意義であった。
徒ってこの成績はATPの作用のある事を示すものと考え
てよいぎろう。余D明かでないが傾向を示す例即ち8Hの
房室傳潮尊間，131』の撞動数，房室f辱導時間は有意義な差，
なく從ってこの段階ではATPの作用ありと断定は出來な
い。從ってただその傾向あると考えるに止める。
考　　按
　　　　　　　1実験方法に関して
A記録時間
　ATP作川直前．！作川後10秒，作川後30秒，ξ
分けて撮影したのだが，10秒とはATP注加後撮
影までに：要する時闇である。從って10秒につV・
ての成績はATP投輿後撮影するまでに要する時
間，即ち5秒から10秒の各値を含むものである。
実瞼操作上この時聞は止むを得ないと考える。
　また30秒以後の撮影を行っていないのは，30
秒以後Control例，実験例共に抑制的なfli／Lを示し
特別な差が両者の闇に認められないからである。
B　ATPの川：量
　ATPは人間の血管内に5　mgの注射で心臓作川
をあらわし1），また蛙心では0．2mg％をJ］］　V・てい
る3）。著者の川v・たATP量は16　mg％で頗る大
量であるが，1それはATPが劉「三胎児心臓に作用す
るのかどうか未知であり，かつまたこの実験が心
臓表面からの作川である事を考慮に入れたからで
ある。
　　II著者の実験それ自体に対する考察
A　搏　　　動
　1．一般動物心臓にっV、ての現今までの成績
　動物の種類によつ七稚度の差はあるが，傾向は
縛動に対し抑制的であり，た澄用量が少量な時に
は促進する傾向がある乙、・4）またATPではないが
Adenosin－phosphorsEureは人の不整脈に封し調i整
的に作川し不整脈を停止せしめる8「）・6）
　2・著者の実験成績との比較及び老察
　　a．書專勧　数
　著者の実験成績の中測定不能な6日，7日，8日
を除いて考える。　　　　　1
　3日の抑制は成熟動物心臓に対する作川と同一
であるが，4日，13日は程度の差はあれ促・進的で
ある。一一般にATPに：よる搏動数の促進は用量少
量の場合に起るき励今ここに難胎兇心臓の外膜と
発育との関係を考えて見るならば，難融融心臓は
発育過程にあり，．しかも20日の胎生共脳1である
からその程度は著しく大である。從ってその心臓
外膜の厚さの発育もまた著しく大とV・わねばなら
なV・。しかも発育は極めて初期程盛んである事は
胎兄二般にいわれる事である。この様に老えると，
4口，5日，13日では外膜は厚く，從って：加えた
ATPの少量が心臓に作用し促進的になる事は豫
想されてよv・。
　しかしながら旺盛な発育過程．にある心臓はそれ
だけに灘複な生活過程を営んでV・るわけであり，
このATPの促進作用はそれ等の機蒋と関連を：持
つ事も考えられる。
　從って少量用量による促進作用とのみ考える事
は出町ない。
　　b．手早動生起作用
　心臓に対しATPが扇動を惹起するという報
告7）がある。從って著者も痔動開始直前の時期を
選びATPを作川させたのだが，その持動生起作
川は認められなかった。
　その理由として第一に方法的困難さを挙げ得る。
即ち傳動ずるかしなV・かは顯微鏡でたやすく見得
るからよいとして，簿動ずる’直前かどうかは，こ
の時期は胎生極めて初期であり発育極めて烈し
く，從ってその’適確な判定は至難と考えてよV・だ
るう。
　理由の第二としては，搏動開始直前の歌態が
2）　Green，　H．　N．　＆　Storner，　H．　B．　：　Biological　Aetions
　bf　the　Aden．inenueleotides　｛1950）．
3）　Meyer，　A．　E．：　Areh．　exper．　Pathr　u．　Pharmakol．
　213，　154　（1951）．
4）　橋本：鷹用電氣研究戸斤彙幸艮，3，176‘1951）．
5）　Rothma n：　Arch．　exper．　Path．　u．　Pharmakol．，　155
　129　（1930）．
6）　Drury，　A．　N．　＆　Szent－Gy6rgyi，　A．　：　」．　Physiol．，　68，
　213　（1929－1930）．
7）　Cit，　Buchthal：　Ann．　Rev．　Physiol．，　9，　（1947）．
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ATPが與えられる事により自働搏動欺態にまで
完成されるのでなく，全く別な他の條件により完
成される事が考えられる。この意味からすると自
働的な興奮はたとえATPが自働的興奮の過程に
関回するとしても，ATPが最初に活動するのでな
く，むしろ中間過程で活動すると考えられる。
　　C・不整脈調整作用
　Adenosin－phosphorstiureが人の不整脈に：調学的
に作用しながら堕胎兄心臓にはその様な作用は認
められなかった。それは次の様に考えられる。
　人の不整脈は血液組成の正常な環境で生じて居
り，從って宅の不整脈の原因は心臓自身va　一義的
に関係がある。それ故Adenosin－phosphorsEureの
不整脈調整作用は心臓自身に原因がない場合には
その作用は認められないであろう。
　難胎兜心臓は卵黄嚢から切離されてあり從って
心臓の環境の不完全が不整脈の原因となってV・る
わけである。それ故生じてV・る心臓の変化は環境
の改善によってのみ調整され得る。從って難胎兇
心臓の不整脈にATPが調整作川を有しなV・のは
むしろ当然であろう。
B房室傳導管闇
　1．一般動物心臓にっbての現今までの成績
　一・般動物心臓に対しATPはその程度の差はあ
るが抑制的である9）・5），6）
　2．著者の実験成績との比較及び老察
　著者の実験成績は6口口を除き不完或は促進作
用を示してV・る。このATPの房室早早蓮度に対
する促進作用は新知見である。この理由につき前
述の如き心外膜形成増大によるATPの少量によ
る刺戟作川と一撃考えられはするが，6日におい
て突然抑制的である点等より心臓内部構造の発育
との関蓮をも考慮しなければならす，今俄にその
理由を明かにし得なV・。
C　実験成績と発育過程における難聖徳心臓の解
　　剖的変化との二四
　著者の得た成績は通覧すると明瞭な成績に乏し
いのであるが，搏動数における3日，4日，房室骨
導時間における6日の各成績は，極めて明瞭であ
るのみならす，その傾向は推計学的にも明かに有
意味である。今この点と心臓の解剖學的変化との
関蓮を考察して見る事にする。
　SinusにっV・ては胎生45時闘ですでに完成され
ておりゴ以後心臓の他部と同様に漸進的に成長し
て行くのであるが，杢胎生期聞を通じ胎生4日に
　　　　　　　　　　　　　　　らSinus’の心臓全体の大きさに対する比は最も大き
いs）。いいかえると3日～4日にはSinusの生長速
度は他の部のそれよりも上廻り，他の部よりも盛
んな成長を営んでV・る事になる。
　房室下野系は5日におv・て形成され始めるとは
いえ房室傳導系としての形をはっきりと現わすの
は6日F1である9）。從って6日における房室傳導
系の発育は他部よりも速く，盛んな成長を営んで
V・る：事になる。
　以上の様に考えると，3日，4日においてSinus
が，6日において房室傳導系が盛んな発育を示し
ている訳である。
　しかるに，恰もそれと時期的に符合して，ATP
は3日，4日にお・いてSinusに，6日にお・いて房室
傳導系に明かな作用を示しており，生長の旺盛と
ATP作用との因果関係の存在を示唆するものと
して興味深い。
　その平な因果関係の成立する理山は不明である
けれども，成長の旺盛な組織において分化は抑制
的であり10），從ってATPの外的薬理作川に対し
容易に本学の機能を変ずる事は有り得べき事であ
る。
　今一っ注意すべきは心臓における1帥経細胞の出
現が6日である事8）であるが，刹経細胞が出現と
同時にその機能を営む事は疑わしく11），從って6
日におけるATP効果に対しこの因子は一慮考慮
外に置いてよいと考える。
　　　　　III　心臓自働性とATP
　著者の実験成績からATPは自働性を変えてい
る事は事実であるが，これはATPの藥理作用で
あり，從って直ちにATPが自働性におV・て本質
的役割を担ってV・ると考える：事は出來ない。
　Green及びStorner2）は生国におけるATPの
8）　Lillie　：　The　Development　of　the　Chick　（1919）．
9）大森：顧岡医科大学雑誌，21，62｛1928）．
10）藤井：化学の領域，5，1〔1951）．
11）　Patten：　Physiol．，　Rev．，　29，　31　（1949）．
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意義に関し細胞内及び細胞外の二者に分って考え
るべきであると述べてV・る。この考え方によれ
ば著者の成績は細胞外ATPの作用に属し，　A・
Szent－Gyδrgyii）等のActomyosin　ATP系における
細胞内ATPと必ずしも同じ作用と考える事は出
來ない。
　Beznakユ2），丸山13），　Brechti4）によると「F｝賂筋に
対するATP作用はAChの合成を介して行われる
という。またSzent－Gyδrgyii）も新鮮骨骸筋に対す
るATP作用は，そのExcitatlon－mechanismusに関
與するものであって，虚心性蛋白に対する直接作
用でないと考えて，Beznak等の見解に賛成して
いる。
　これ等の報告を総括考察すると，著者の実験成
績は心臓における牧縮系列たるActomyosinに直
接作用するというよりも自働興奮系列に作用する
ものとした：方がよいと考える。從って今自働興奮
系列の細紐とV・う点から見るならばとの自働興奮
系列はATP’ﾉより作用を受けるものと考えてよ
V・であろう。
　Beznムkその他12）・13），1　’1）のATPによるAcetyl－
cholinの形成とV・う事實及びBurn15）の述べる
Acetylcholin合成能と心臓自働能との関連を考え
るならば自働性にお・けるATPとAcetylcholinと
　　　　　1，2　　　　　　　　　　　札幌医誌1952
の関係は，骨賂筋におけると同様に注目すべきで
ある。このATPとAcetylcholin’ﾆの関蓮はAce－
tylcholinの難胎兇心臓に対する作用に関する次ρ
報告におV・て論ずる事としたい。
結　　論
　以上総括すると訳の如くなる。
　1．発生過程の難胎兇心臓に対し16mg％の
ATPを作用させた。
　2・言動開始直前と推察される難胎児心臓に対
し，搏動生起作用はなかった。
　3・捕動数に対し，胎生3日で抑制，4日で促
進作用が認めちれた。5日，13日では促進的な傾
向がある。
　4．房室傳導時聞に対し6日目で明かに抑制的
であった。他の胎生日では不定または促進的な傾
向がある。
　5．房室傳導時間，搏動数に対し明かに作用す
ると認められる胎生日は，その作用を受ける部位
の旺盛な発育を示す時期と一一一一致する。
　6．難読兇心臓のあらわす不整脈に対しその調
整作用はなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　（27．11．25受付）
Summary
　1．　As　a　part　of　the　series　of　the　studies　on　the　automaticity　of　heart，　the　author　has　observed
electrocardiogramatically　the　effects　of　ATP　on　the　heart　of　the　developing　chick　embryo．
　2．　16mg％　of　ATP　was　administered．　L・
　，”t．　The　results　were　as　follows：
　　　　a）　’　ATP　had　no　effect　on　triggering　pulsation　gf　embryonic　chick－hearts　supposedly　on
　the　verge　of　pulsation．
　　　　b）　ATP　depressed　the　pulsation　of　embryonic　chick－hearts　at　a　three　day　incubation
　stage　and　accelerated　those　of　a　four　day　stage．　ln　regard　to　the　time　of　conduction　in　the
　auriculoventri6ular　system，　embryonic　chick－hearts　of　6　day　incubation　were　depressed．
　　　　c）　The　period　at　which　ATP　actively　produces　response　corresponds　to　the　time　when
　portions　affected　by　ATP　show　rapid　growth．　j
　　　　d）　ATP　had　no　regulating　effect　on　the　arythmy　which　was　shown　by　the　heart　of
　　　　the　developing　chick　embryo．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Nov．　25，　1952）
12）　Beznbk：　J．　Physiol．，　112，　16　P　（1951）．
13）丸山＝未刊
14）　Breeht　：　PfiUgers　Arch．，　255，　315　（1952）．
15）　Burn；　Physiol．　Rev．，　30，　137　（1950）．
